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総　説・解　説

1） 米山奈奈子 （2021）　性暴力のない「安全な地
域と社会を創る」ために私たちは何ができる
のか．日本フォレンジック看護学会誌 7（2），
109-118.

2） 長江美代子，米山奈奈子 （2021）　性暴力被害
者の看護支援　ワンストップ支援センターの
活動とトラウマケアの重要性─第 28回日本精
神科看護専門学術集会学術講演より．精神科
看護 48（13）（通巻 353号），50-61.（特別記事）

原　著　論　文

A. 審査を経た論文
1） Oshima, T., Ohtani, M. and Mimasaka, S. （2021）　

Muscular Hemorrhages Around the Scapula Pro-

vide Insight on the Manner of Asphyxia : A Pre-

liminary Study.　Am. J. Forensic Med. Pathol., 42

（2）, 130-134.

2） Nishida, N., Hata, Y., Otani, M., Ichimata, S. and 

Yoshida, K. （2021）　Traumatic rupture of the 

circle of Willis with closed head injury : Its pa-

thology and possible pathogenesis.　J. Forensic 

Leg. Med., 78, 102114.

3） Suzuki, S., Ohtani, M., Matsuo, Y., Yoshida, M., 

Goto, A., Fukuda, M. and Mimasaka, S. （2021）　
A forensic autopsy case : Sudden unexpected 

death due to cardiac inflammatory myofibroblas-

tic tumor.　Leg. Med. （Tokyo）, 53, 101931.

4） 加納尚美，家吉望み，長江美代子，三隅順子，
米山奈奈子 （2021）　日本における性暴力対応
看護師のためのコア・カリキュラムの検討．
日本フォレンジック看護学会誌 8（1），46.

5） 鈴木昇建，大石悠矢，大谷真紀，松尾悠平，
後藤明輝，福田雅幸，美作宗太郎 （2021）　糖
尿病性ケトアシドーシスにより死亡したダウ
ン症候群の 1剖検例．法医学の実際と研究 

64，31-37.

6） 大島　徹，大谷真紀，大津由紀，小谷泰一，
美作宗太郎 （2021）　司法分野のデジタル化に
向けた法医解剖データベースの構築．法医学
の実際と研究 64，119-205.

学　会　発　表

A. 国際会議
1. 7th lndo Pacific Academy of Forensic Nursing Sci-

ence Conference （INPAFNUSCON-2021）, No-

vember, Online

1） Yoneyama, N. （2021）　Realize, Recognize and 

Work together.　Expansion of Forensic Nursing 

in Japan （Keynote Speaker）
B. 国内会議
（a） 総会・年会

1. 第 18回警察歯科医会全国大会，2月，鹿児島，
Online

1） 鈴木文登，清水隆夫，藤原元幸，大谷真紀，
美作宗太郎 （2021）　被災県の立場で参加した
東北管区警察局の訓練での試み～東北地区の

法　医　科　学　講　座

（旧法医学）

教　　　 授 美 　 作 　 宗 太 郎
助　　　 教 大 谷 真 紀
技術専門職員（兼） 松 尾 悠 平
大 学 院 生 米 　 山 　 奈 奈 子・鈴 木 昇 建
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歯科医師会および大学からの参加者との合同
訓練～

2. 第 7回死因究明・個人識別システム研究会，3月，
Online

1） 美作宗太郎 （2021）　「死体検案制度を考える」
秋田県の現状 

3. 第 75回日本口腔科学会学術集会，5月，大阪
1） 有馬実咲，髙野裕史，鈴木昇建，石田　昴，
伊東慶介，鈴木兼一郎，福地峰世，五十嵐秀光，
今野泰典，福田雅幸 （2021）　当科における放
射線性顎骨壊死症例の臨床的検討

4. 第 45回日本頭頸部癌学会，6月，東京
1） 鈴木昇建，伊東慶介，五十嵐秀光，髙野裕史，
福田雅幸 （2021）　上顎歯肉に転移した下腿血
管肉腫の 1例

2） 伊東慶介，髙野裕史，鈴木昇建，五十嵐秀光，
今野泰典，福田雅幸 （2021）　下顎骨半側切除
後に骨頭付き再建用チタンプレートを用いて
下顎骨再建を行った口腔癌症例の臨床的検討

3） 五十嵐秀光，髙野裕史，鈴木昇建，伊東慶介，
福田雅幸 （2021）　当科における口腔扁平上皮
癌に対する Pembrolizumabの使用経験

5. 第 105次日本法医学会学術全国集会，6月，
Online

1） 米山奈奈子，鈴木昇建，松尾悠平，大谷真紀，
美作宗太郎 （2021）　子ども虐待に関わる職員
に関する全国調査 I　～専門性と経験年数の
検討～

2） 米山奈奈子，鈴木昇建，松尾悠平，大谷真紀，
美作宗太郎 （2021）　子ども虐待に関わる職員
に関する全国調査 II　～児童虐待対応と研修
状況の検討～

6. 第 66回日本口腔外科学会総会・学術集会，11月，
幕張

1） 福地峰世，有馬実咲，鈴木昇建，石田　昴，
鈴木兼一郎，伊東慶介，五十嵐秀光，今野泰典，
髙野裕史，福田雅幸 （2021）　線維素性唾液管
炎と好酸球 ETosisの関連

2） 有馬実咲，髙野裕史，早津大二朗， 鈴木昇建，
伊東慶介，鈴木兼一郎，福地峰世，五十嵐秀光，
今野泰典，福田雅幸 （2021）　舌に発生した炎
症性筋線維芽細胞腫瘍の 1例

3） 髙野裕史，五十嵐秀光，今野泰典，福地峰世，
鈴木兼一郎，石田　昴，伊東慶介，鈴木昇建，
中田　憲，福田雅幸 （2021）　下顎骨切除後に

おけるチタンメッシュトレーと PCBMによる
下顎骨再建症例の臨床的検討

7. 第 25回日本顎顔面インプラント学会学術大会，
12月，名古屋

1） 福地峰世，髙野裕史，有馬実咲ら （2021）　口
腔癌患者における咬合再建後のインプラント
体脱落に関する検討

2） 髙野裕史，五十嵐秀光，今野泰典ら （2021）　
口腔癌切除後のインプラント義歯症例におけ
る臨床的検討

（b） 地方会
1. 第 47回日本口腔外科学会北日本支部学術集会，

5月，盛岡
1） 藤井健吾，五十嵐秀光，早津大二朗ら （2021）　
当科における下顎智歯抜歯症例の臨床的検討

2） 鈴木昇建，今野泰典，早津大二朗ら （2021）　
ニボルマブ投与中に生じた類天疱瘡の 1例

2. 日本口腔インプラント学会第 41回東北・北海
道支部学術大会，9月，郡山

1） 及川湧基，髙野裕史，中田　憲，鈴木昇建，
有馬実咲，今野泰典，五十嵐秀光，福田雅幸 

（2021）　永久歯先天欠如と乳歯晩期残存に対
してインプラント治療を行った顎変形症の 1

症例
3. 第 22回日本法医学会学術北日本地方集会，10

月，Online

1） 大谷真紀，松尾悠平，鈴木昇建，米山奈奈子，
石川陽子，佐藤智子，嵯峨知生，美作宗太郎 

（2021）　法医解剖における感染対策強化の試
み　～新型コロナウイルス感染症対策を契機
とした標準予防策の見直し～

（c） 研究会
（ii） 地方規模

1. 札幌弁護士会医療事故問題研究会，2月・3月・
5月・8月・11月，札幌，Online

1） 美作宗太郎 （2021）　好酸球性多発血管炎
2） 美作宗太郎 （2021）　感染症後の死亡例
3） 美作宗太郎 （2021）　未破裂脳動脈瘤に対する
コイル塞栓術の事故

4） 美作宗太郎 （2021）　糖尿病性ケトアシドーシ
ス

5） 美作宗太郎 （2021）　褥瘡 
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その他（刊行物）

1） Ohtani, M. （2021）　CQ18 What are useful find-

ings for estimation the age of individuals in post-

mortem images?　CQ19 What are useful find-

ings for sex determination/estimation in 

postmortem images?　CQ20 What are useful 

findings in postmortem images to compare with 

antemortem information to identify a specific 

person?　In Japan Radiological Society and Cen-

ter of Cause of Death Investigation, Faculty of 

Medicine, Hokkaido University （ed） Post-Mor-

tem Imaging Interpretation Guidelines 2020.　
English translation with permission of Kanahara 

Publishing Co., Ltd., pp. 71-91.

その他（講演）

1. 秋田市子ども未来センター相談員研修会，1月・
8月，秋田

1） 米山奈奈子 （2021）　相談事例のスーパーバイ
ズ「複雑な家族問題事例への関わり方」につ
いて─プロセスレコードを活用する─（令和
2年度第 2回）

2） 米山奈奈子 （2021）　困難事例に動機づけ面接
法を活用する（令和 3年度第 1回）

2. 秋田保護観察所 依存症家族の集い，1月，秋田
1） 米山奈奈子 （2021）　依存症を理解する依存症
家族を支える（令和 2年度第 3回）

3. 日本医師会　在宅看取りに関する研修事業　医
師による遠隔での死亡診断をサポートする看護
師を対象とした研修会，6月～12月，オンデマ
ンド

1） 美作宗太郎 （2021）　法医学に関する一般的事
項 ②・外因死 

4. 日本精神科看護協会　認定看護師教育研修会，
6月，東京・秋田，Online

1） 米山奈奈子 （2021）　犯罪被害者への看護
5. 秋田保護観察所　依存症問題を抱える家族会，

7月・10月，秋田
1） 米山奈奈子 （2021）　依存症を理解する（令和

3年度第 1回）
2） 米山奈奈子 （2021）　当事者を理解し支える
（令和 3年度第 2回）

6. 秋田県心の健康福祉会主催　第 12回ユックリ
ン　ピアサポーター養成講座，8月，秋田

1） 米山奈奈子 （2021）　自分を大切にする方法
7. 秋田いのちの電話 相談員養成講座，9月，秋田
1） 米山奈奈子 （2021）　トラウマと依存症

8. 秋田保護観察所 依存症問題地域支援連絡協議
会，9月，秋田

1） 米山奈奈子 （2021）　協議事項に関するスー
パーバイズ

9. 全断連全国大会自主企画分科会「家族会」，10月，
仙台・秋田，Online

1） 米山奈奈子 （2021）　依存症家族のトラウマ体
験 : ～自分のトラウマをどう癒す ?～

10. 秋田県心の健康福祉会　第 13回秋田心の健康
市民講座，10月，秋田

1） 米山奈奈子 （2021）　自分の心とのつきあい方
─マインドフルネスを活用してみよう─

11. あきた医師総合支援センター，10月，秋田，
Online

1） 美作宗太郎 （2021）　虐待対応セミナー
12. 女性の健康と安全のための支援教育センター 

2021年度 SANE養成講座，11月，東京・秋田，
Online

1） 米山奈奈子 （2021）　二次受傷，感情労働，セ
ルフケア

13. 由利本荘保健所　依存症支援ネットワーク会
議，11月，由利本荘

1） 米山奈奈子 （2021）　依存症支援ネットワーク
の考え方～依存症を理解しトラウマを抱える
人々を地域で支えるために～

14. 公益社団法人秋田県看護協会・秋田県保健師会
合同研修会　複雑かつ多重課題を抱えた人々へ
の支援に関する研修会，12月，秋田

1） 米山奈奈子 （2021）　複雑かつ多重問題を抱え
る人々への支援について～自己理解，対象理
解とコミュニケーション技術～（基調講演）

15. 秋田県社会福祉協議会　令和 3年度介護施設等
看護実務者研修，12月，秋田

1） 米山奈奈子 （2021）　援助職のためのセルフケ
ア

16. 秋田回生会病院 職員研修会，12月，秋田
1） 米山奈奈子 （2021）　女性依存症者への回復支
援～嵐の後を生きのびる人々を理解する～
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著　　　　　書

1） 影山隆之，高塚雄介（著，編集），寺脇　研，
田中治彦，阿部幸弘，安保麻衣子，樋口正敏，
三上雅幸，小泉典章，秋田敦子，髙橋淳敏，
池上正樹，ロザリン・ヨン，菅野　綾，鈴木
健一 （2021）　ひきこもりの理解と支援 : 孤立
する個人・家族をいかにサポートするか，第
9章 ひきこもりの支援，研究と実践の循環．
遠見書房，pp. 137-149.

総　説・解　説

1） 前田恵理 （2021）　不妊症と QOL．産科と婦
人科 QOLを考える 88（3），325-329.

2） 村田勝敬，前田恵理 （2021）　妊婦および乳幼
児の魚摂取─健康リスク軽減のための食行動
─．保健の科学 63，313-317.

衛　生　学・公　衆　衛　生　学　講　座

（旧　環境保健学，公衆衛生学）

教　　　 授 野 　 村 　 恭 　 子
准　 教　 授 前 　 田 　 恵 　 理
医学部講師 岩 　 田 　 豊 　 人
助　　　 教 Yong Kim Fong Roseline

山 　 崎 　 貞 一 郎（12月～）
博士課程大学院生 茶 　 谷 　 有 　 紀・竹 之 下 　 真 　 一

森 　 川 　 　 　 梢・竹 之 下 　 千 　 尋
山 　 崎 　 貞 一 郎

修士課程大学院生 応 　 　 　 　 　 亮
技術職員（兼） 平 　 山 　 純 　 子
技術系補佐員 谷 　 口 　 早 　 苗（4月～）
非常勤講師 伊 　 藤 　 善 　 信（秋田市保健所）

榎 　 　 　 真 美 子（医療法人榎クリニック）
塚 　 田 　 三 香 子（聖霊女子短期大学）
田 　 所 　 大 　 典
（秋田県健康福祉部　健康づくり推進課　調整・健康寿命延伸班　口腔保健支援センター）

遠 　 田 　 耕 　 平（秋田赤十字病院　健診部）
豊 　 島 　 優 　 人（秋田県大仙保健所）
永 　 井 　 伸 　 彦（秋田県健康福祉部）
南 　 園 　 佐 知 子
茂 　 木 　 　 　 隆（岩手県予防医学協会）
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原　著　論　文

A. 審査を経た論文
1） Chapman, C.H., Nomura, K., Kothari, A., Atluri’, 

N. and Saito, A.I. （2021）　Workplace Gender 

Inequi ty  Is  Dr iven by  Broader  Soc ieta l 

Inequity : A Qualitative Study of Senior Japa-

nese and American Radiation Oncologists.　Adv. 

Radiat. Oncol., 7（2）, 100879.

2） Jwa, S.C., Ishihara, O., Kuwahara, A., Saito, K., 

Saito, H., Terada, Y., Kobayashi, Y. and Maeda, E. 

（2021）　Social capital and use of assisted repro-

ductive technology in young couples : Ecological 

study using application information for govern-

ment subsidies in Japan.　SSM Popul. Health, 

16, 100995.

3） Satoh, M., Metoki, H., Asayama, K., Kikuya, M., 

Murakami, T., Tatsumi, Y., Hara, A., Tsubota-

Utsugi, M., Hirose, T., Inoue, R., Nomura, K., 

Hozawa, A., Imai, Y. and Ohkubo, T. （2021）　
Prediction models for the 5- and 10-year inci-

dence of home morning hypertension : The 

Ohasama Study.　Am. J. Hypertens., 35（4）, 328-

336.

4） Kurihara, N., Imai, K., Takashima, S., Nanjo, H., 

Hiroshima, Y., Ito, S., Nomura, K., Saito, H. and 

Minamiya, Y. （2021）　Stapler-lavage cytology 

using a new rapid immunocytochemistry for 

evaluating surgical margin status after pulmo-

nary sublobar resection.　Gen. Thorac. Cardio-

vasc. Surg., 70（4）, 359-365.

5） Suto, M., Mitsunaga, H., Honda, Y., Maeda, E., 

Ota, E. and Arata, N. （2021）　Development of a 

health literacy scale for preconception care : a 

study of the reproductive age population in Japan.　
BMC Public Health, 21（1）, 2057.

6） Nomura, K., Itakura, Y., Minamizono, S., Okaya-

ma, K., Suzuki, Y., Takemi, Y., Nakanishi, A., Eto, 

K., Takahashi, H., Kawata, Y., Asakura, H., Ma-

tsuda, Y., Kaibara, N., Hamanaka, S. and Kodama, 

H. （2021）　The association of body image self-

discrepancy with female gender, calorie-restrict-

ed diet, and psychological symptoms among 

healthy junior high school students in Japan.　
Front. Psychol., 12, 576089.

7） Kuriyama, S., Imai, K., Ishiyama, K., Takashima, 

S., Atari, M., Matsuo, T., Ishii, Y., Harata, Y., 

Sato, Y., Motoyama, S., Nomura, K., Hashimoto, 

M. and Minamiya, Y. （2021）　Using CT to eval-

uate mediastinal great vein invasion by thymic 

epithelial tumors : measurement of the interface 

between the tumor and neighboring structures.　
Eur. Radiol., 32（3）, 1891-1901.

8） Satoh, K., Nomura, K., Nakae, H., et al. （2021）　
Blood purification therapy for severe sepsis : a 

multicenter, observational cohort study in north-

ern Japan.　Ren. Replace. Ther., 7, 47.

9） Nishikawa, T., Akiguchi, I., Satoh, M., Hara, A., 

Hirano, M., Hosokawa, A., Metoki, H., Asayama, 

K., Kikuya, M., Nomura, K., Hozawa, A., Miya-

matsu, N., Imai, Y. and Ohkubo, T. （2021）　The 

association of disproportionately enlarged sub-

arachnoid space hydrocephalus with cognitive 

deficit in a general population : the Ohasama 

study.　Sci. Rep., 11（1）, 17061.

10） Nagaki, Y., Motoyama, S., Sato, Y., Wakita, A., 

Fujita, H., Kemuriyama, K., Sasaki, Y., Imai, K., 

Maeda, E. and Minamiya, Y. （2021）　PET-Up-

take Reduction into Lymph Nodes After Neoad-

juvant Therapy is Highly Predictive of Prognosis 
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学　会　発　表

A. 国際会議
1. The 37th Annual Meeting of the European Society 

of Human Reproduction and Embryology, June, 

Paris, France, Virtual

1） Maeda, E., Jwa, S.C., Kumazawa, Y., Saito, K., 
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Kobayashi, Y. （2021）　Poster presentation.　
Probability of receiving assisted reproductive 

technology treatment through out-of-pocket pay-

ment and household income : A discrete choice 

experiment in Japan

B. 国内会議
（a） 総会・年会

1. 第 80回日本公衆衛生学会，12月，東京
1） 野村恭子 （2021）　新型コロナウイルス感染症
流行下におけるキャンパスメンタルヘルス対
策の実践．ウィズコロナ社会のメンタルヘル
スの課題と対策（シンポジウム）

2） 前田恵理 （2021）　生涯を通じた切れ目ないケ
アへ : プレコンセプションケアを考える．日
本版プレコンセプションケアの現状と課題（シ
ンポジウム）

2. 第 66回日本生殖医学会学術講演会・総会，11月，
鳥取

1） 前田恵理 （2021）　不妊治療の保険適用は少子
化対策となるか．韓国・台湾における不妊治
療への経済的支援の拡大（シンポジウム）

3. 第 94回日本産業衛生学会，5月，長野
1） 野村恭子 （2021）　産業保健領域における “女
性のライフコースに沿った健康支援”に関す
る研究推進 : 過重労働と妊娠，月経，がん，

ストレス : 就労が女性の健康に及ぼす影響に
ついて～疫学研究の知見から～（シンポジウ
ム）

2. 日本精神保健看護学会第 31回学術集会，6月
1） ヨン　ロザリン （2021）　「不登校・ひきこも
りの経験者と家族のための場づくり」フォー
ラム（市民公開講座）

3. 第 80回日本公衆衛生学会，12月，東京
1） 茶谷有紀，飯田美穂，三橋祐子，島本さと子，
辻　真弓，野村恭子 （2021）　わが国の働く女
性の健康に関する研究のシステマティックレ
ビュー

2） 太田　友，野村恭子，平山純子，小松順子，
土谷明子，冲永寛子 （2021）　大学病院に勤務
する女性看護師における労働負荷と性周期に
伴う身体不定愁訴の離職意向に及ぼす影響

3） 藤田　望，野村恭子，平山純子，小松順子 

（2021）　大学病院に勤務する女性看護師にお
ける精神的・肉体的労働負荷が PMSに及ぼ
す影響

4） 宮地貴士，酒井一樹，岩田豊人，菅野勇太，
野村恭子 （2021）　我が国のトラック運転手に
おける不眠症の有病率とその関連因子

5） 菅野勇太，宮地貴士，安藤友華，岩田豊人，
野村恭子 （2021）　トラックドライバーにおけ
る不眠症と空腹時血糖障害の関連

6） 海老原真優，藤田　望，太田奈歩，岩田豊人，
澤口　駿，野村恭子 （2021）　2017年協会けん
ぽ秋田支部に加入する男女労働者 66109名に
おける業種とうつの関連 : 性差の検討

7） 太田奈歩，海老原真優，野村恭子 （2021）　か
かりつけ医による患者の社会的処方に向けた
評価方法の検討

8） 山崎貞一郎，野村恭子，佐藤倫広，原　　梓，
坪田　恵，村上任尚，廣瀬卓男，辰巳友佳子，
浅山　敬，菊谷昌浩，目時弘仁，寶澤　篤，
大久保孝義 （2021）　出産回数と認知機能との
関連に関する横断研究 : 大迫研究

9） Ando, T., Miyachi, T., Sugano, Y., Iwata, T. and 
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lated diseases among Japanese male truck driv-

ers
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Gender Differences in Factors Affecting Human 
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2. 第 25回就労女性健康研究会，11月，東京
1） 坂田捺哉，鈴木智也，太田　友，鎌塚　真，
藤田　望，清水吹紀，平山純子，寺田幸弘，
野村恭子 （2021）　子宮頸がんワクチン接種行
動に影響する因子の性別による検討

3. 第 43回日本高血圧学会学術総会，10月，沖縄
1） 佐藤倫広，目時弘仁，浅山　敬，菊谷昌浩，
村上任尚，辰巳友佳子，原　　梓，廣瀬卓男，
井上隆輔，野村恭子，寳澤　篤，今井　潤，
大久保孝義 （2021）　家庭血圧に基づく高血圧
発症 10年予測モデル─大迫研究─．Predic-

tion models for 10-year incidence of home 

hypertension : the Ohasama Study

4. 第 62回日本心身医学会総会ならびに学術講演
会，7月，高知

1） 野村恭子，南園佐知子，前田恵理，Kim Young 

Roseline，岩田豊人，平山純子，尾野恭一，
伏見雅人，後藤　猛，三島和夫，山本文雄 

（2021）　COVID-19感染拡大に伴う自粛中の
大学生における抑うつ症状，自殺関連念慮に
関連する因子の検討

5. 第 91回日本衛生学会，3月，富山
1） 野村恭子，太田　友，藤田　望，鎌塚　真，
毛内悠絵，酒井一樹，鈴木智也，平山純子，
南園佐知子，寺田幸弘 （2021）　HPVワクチ
ンのヘルスリテラシー向上を目的としたソー
シャルネットワーキングシステム（SNS）有
効性の実証研究プロトコール

2） 野村恭子，藤田　望，太田　友，鎌塚　真，
毛内悠絵，酒井一樹，鈴木智也，南園佐知子，
平山純子，長島健悟，寺田幸弘 （2021）　HPV

ワクチン接種行動の関連因子 : 子宮頚がんお
よび HPVワクチンに関する知識，ヘルスリテ
ラシー，健康信念モデルの検討

（b） 地方会
1. 第 70回東北公衆衛生学会，7月，秋田
1） 野村恭子 （2021）　コロナ禍の自粛が及ぼす大
学生の鬱症状・自殺関連念慮への影響（特別
講演）

2. 第 60回精神保健福祉東北大会，9月，秋田
1） ヨン　ロザリン （2021）　共に考えるひきこも
り支援～今，私たちにできることとは～（シ
ンポジウム）

3. 日本心身医学会東北地方会，9月，仙台

1） 野村恭子，山崎貞一郎，前田恵理，平山純子，
大貫佑佳，尾野恭一，伏見雅人，三島和夫，
山本文雄 （2021）　コロナ禍の自粛が及ぼす大
学生の鬱症状への影響 : 第一波（R.2.5-6月）
と第 4波（R3.3-5月）時点におけるうつスコ
アの比較

4. 秋田県子宮頸がん委員会，9月，秋田
1） 坂田捺哉，鈴木智也，太田　友，鎌塚　真，
藤田　望，清水吹紀，平山純子，寺田幸弘，
野村恭子 （2021）　子宮頸がんワクチン接種行
動に影響する因子の性別による検討

5. 日本産業衛生学会東北地方会，7月，秋田
1） 安藤友華，宮地貴士，菅野勇太，岩田豊人，
澤口　駿，高橋耕平，三島和夫，野村恭子 

（2021）　秋田県の男性トラック運転手におけ
る不眠症の生活習慣病との関連

2） 鎌塚　真，岩田豊人，長澤　徹，高橋耕平，
澤口　駿，野村恭子 （2021）　協会けんぽ秋田
支部被保険者 120,788名 7年間追跡コホート
におけるアルコール性肝機能障害に及ぼす
ベースライン血清肝胆道系酵素の影響

6. 東北公衆衛生学会，7月，秋田
1） 酒井一樹，宮地貴士，高橋耕平，澤口　駿，
岩田豊人，野村恭子 （2021）　職域健康診断で
の精密検査受診勧奨に対するアドヒアランス
不良行動に影響を与える因子の研究）

2） 伊藤結生，竹島正浩，綾部直子，南園佐知子，
野村恭子，三島和夫 （2021）　2011年東日本大
震災と津波が日本人の睡眠，生活の質，精神
状態に与えた影響について

3） 長澤　徹，高橋耕平，澤口　駿，野村恭子 

（2021）　平成 28年度秋田県協会けんぽ健診
データを用いた BMIと年間医療費の関係 : 

性・年齢別の検討
4） 高橋耕平，澤口　駿，岩田豊人，野村恭子 

（2021）　協会けんぽ秋田支部における「傷病
名」等に着目した時間外受診抑制のための検
討

5） 海老原真優，藤田　望，太田奈歩，野村恭子，
岩田豊人，澤口　駿，高橋耕平 （2021） 平成
29年度の秋田県協会けんぽ女性被保険者
35,725人における “離職”と “うつ”に関連し
た因子の検討

6） 佐藤和奏，野村恭子，佐藤倫広，原　　梓，
坪田　恵，小林雄紀，村上任尚，戸恒智子，
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廣瀬卓男，辰巳友佳子，井上隆輔，浅山　敬，
菊谷昌浩，目時弘仁，寶澤　篤，渡邊博之，
今井　潤，大久保孝義 （2021）　妊娠・分娩回
数と脳血管動脈硬化性変化 : 大迫研究

7） 太田　友，野村恭子，平山純子，前田恵理，
小松順子，中村美央，山田楼子，石川ひとみ，
小林禎子，白川秀子，土谷明子，平池春子，
合阪幸三，平池　修，冲永寛子 （2021）　大学
病院に勤務する女性看護師における性周期に
伴う身体不定愁訴の離職意向に及ぼす影響

8） 森川　梢，野村恭子，森川由基，佐々木久長 

（2021）　秋田県限界集落住民における過去 1

か月間の希死・自殺念慮に与えるリスク因子
の検討

9） 鈴木智也，太田　友，鎌塚　真，藤田　望，
清水吹紀，平山純子，寺田幸弘，野村恭子 

（2021）　子宮頸がんワクチン接種行動に影響
する因子の性別による検討

10） 豊島優人，野村恭子，野尻恵資，日暮聡志，
辻森祐太，鳥羽保宏 （2021）　生後 5-6か月に
おける乳児の母乳栄養割合と感染症罹患の関
連

11） ヨン　ロザリン （2021）　当事者にエンパワー
メントプロセスによるひきこもり状況の変容

（c） 研究会
（ii） 地方規模

1. 地方創生・研究推進課　秋田大学公開大学講座
「コロナ時代を乗り越える」，12月，秋田
1） 野村恭子 （2021）　学生のメンタルヘルス調査
を事例に自粛生活への対応

2. 東北地区学生指導研修会，12月，秋田
1） 野村恭子 （2021）　コロナ禍における学生のメ
ンタルヘルスの影響について

3. 秋田大学産学連携機構　秋田大学大学講座，10

月，秋田
1） 野村恭子 （2021）　秋田大学キャンパスにおけ
るメンタルヘルス対策

4. 令和3年コロナ禍における若者支援フォーラム，
9月，秋田

1） ヨン　ロザリン （2021）　コロナ禍における若
者支援（基調講演）

5. 秋田県看護師ファーストレベル研修会，7月，
秋田

1） 野村恭子 （2021）　健健康管理（メンタルヘル
ス）: 女性の健康と就労

6. 秋田県トラック協会健康講話セミナー，3月，
秋田

1） 野村恭子 （2021）　第一部 : 生活習慣と健康の
はなし

7. 令和 2年度秋田県医師会母体保護法指定医師研
修会，2月，秋田

1） 前田恵理 （2021）　プレコンセプションケア : 

最近の疫学的知見から
8. 仙北市健康づくり人材育成研修会，1月，秋田
1） 前田恵理 （2021）　今日からできる高血圧対策
～減塩と家庭血圧測定を中心に～　仙北市健
康づくり人材育成研修会

9. 秋田県医師会　子宮がん検診中央委員会，1月，
秋田

1） 野村恭子 （2021）　子宮頸がんワクチン接種の
行動変容に向けて

10. 大館福祉環境部研修会，12月，秋田
1） ヨン　ロザリン （2021）　ひきこもりの地域支
援

11. 美郷町民生児童委員協議会，11月，秋田
1） ヨン　ロザリン （2021）　ひきこもりについて

報　　告　　書

1） 野村恭子，山崎貞一郎，平山純子，眞壁幸子，
青木瑞樹，海老原真優，安藤友華，脇坂憲人，
太田奈歩，坂田捺哉，田中静音 （2021）　令和
3年度高齢者医療制度円滑運営事業費補助金
「かかりつけ医と医療保険者との協働による
「健康なまちづくり構想」」事業におけるリン
クワーカーを起用した社会的処方 : 事業の実
施効果，評価分析報告書

メ　デ　ィ　ア

1） ヨン　ロザリン （2021）　NHKハートネット
Eテレ「あなたもパパゲーノ～死にたい，でも，
生きている」出演 2021.04.07.

2） ヨン　ロザリン （2021）　NHK福祉情報サイ
トハートネット「あなたもパパゲーノ～死に
たい，でも，生きている」記事 2021.04.21.

3） ヨン　ロザリン （2021）　秋田朝日放送情報
ニュースショー『トレタテ !』東北精神福祉
大会 2021.09.14.

4） ヨン　ロザリン （2021）　秋田朝日放送情報
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ニュースショー『トレタテ !』秋田ふきのと
う県民運動若者支援フォーラム 2021.09.15.

そ　　の　　他

1） 野村恭子 （2021）　編集後記．産業衛生学雑誌 

63（3）．
2） 野村恭子 （2021）　特集　内科臨床と性差 : 性
差を踏まえた臨床とは．内科 127（5），1151-

1158，南江堂．
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学　会　発　表

A. 国際会議
1. Anthropology and Conservation Virtual Confer-

ence, Oct., Royal Anthropological Institute, Lon-

don

1） Wood, D.C. （2021）　Hachirōgata Reconsid-

ered : The Ongoing Social Effects of Japan’s 

Largest Land Reclamation Project （Panel : 

Improving Landscapes, Improving Lives?　So-

cial Aspects of Land Reclamation）
B. 国内会議
（a） 総会・年会

1. 日本医学教育学会大会，7月，自治医大，Online

1） 長谷川仁志 （2021）　シンポジウム（WS形
式）: 新型コロナ感染症対応から見えてきた 

これからの各科臨床実習の理想像を考える : 

効率的に理想の各科臨床実習を目指していく
ためのヒント

2. 日本臨床検査医学会学術集会，11月，富山
1） 三原　弘，長谷川仁志，石丸裕康，網谷真理恵，
土屋静馬，中川　晋，小西靖彦，倉島　庸，
西屋克己，松島加代子，田川まさみ，木戸敏喜，
高村昭輝，石木　学，廣川慎一郎，関根道和，
北島　勲 （2021）　日本医学会連合加盟学会連
携フォーラム・シンポジウム「ウィズコロナ
社会における臨床検査医学教育の重要性」卒
前・卒後の一貫した臨床検査医学教育─アウ
トカム基盤型教育からの視点─

（c） 研究会
（ii） 地方規模

1. 東北シミュレーション医学医療教育研究会，12

月，Online

1） 長谷川仁志 （2021）　オンラインを活用した症
例・症候ベースのシミュレーション教育の重
要性─卒前教育 6年間の展開を生涯教育まで
効果的に─

報　　告　　書

1） 上家和子，亀田真澄，黒木春郎，堤　信之，
浜野久美子，浅尾高行，大林克巳，木村眞一，
郡　隆之，佐竹晃太，長谷川仁志，高橋正典，
田村　秀，橋本直也，中西智之，山下　巌 

（2021）　政策科学総合研究事業（臨床研修等
ICT基盤構築・人口知能実装研究事業）総括
研究報告書 : ICTを活用した医師に対する支
援方策の策定のための研究

2） 小池創一，松本正俊，小谷和彦，岡崎研太郎，
片岡仁美，井口清太郎，大脇哲洋，杉岡　隆，
長谷川仁志，前田隆浩，渡辺晃紀，早川貴裕，
寺裏寛之 （2021）　厚生労働科学研究費補助金 

（地域医療基盤開発推進研究事業） 医師確保計
画を踏まえた効果的な医師偏在対策の推進に
ついての政策研究　令和 2年度総括・分担研
究年度終了報告書

そ　　の　　他

1. NHK教育 TV，3月
1） 長谷川仁志 （2021）　チョイス@病気になっ
たとき「教えて !チョイスドクター　患者力
アップ講座」

医　学　教　育　学　講　座

　

教　　　 授 長 谷 川　　仁　　志
准  教  授 W o o d ,  D o n a l d  C .
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原　著　論　文

B. 審査を経ない論文
1） 片平昌幸 （2021）　情報リテラシー実習科目に
おける 2年目の遠隔授業の実践報告．2021PC

カンファレンス論文集，205-208.

学　会　発　表

B. 国内会議
（a） 総会・年会

1. 2021 PC Conference，8月，Online

1） 片平昌幸 （2021）　情報リテラシー実習科目に
おける 2年目の遠隔授業の実践報告

（c） 研究会
（i） 全国規模

1. クリニカルパス標準データモデルの開発および
利活用 （ePathプロジェクト） 運営委員会「標準
コードに関するディスカッション」，1月，On-

line

1） 大佐賀敦 （2021）　秋田大学医学部附属病院に
おける標準コードに関する事例紹介

（ii） 地方規模
1. 第 13回日本医療情報学会東北支部総会・学術
研究会，3月，Online

1） 大佐賀敦 （2021）　処方・検査マスタ点検ツー
ルによる標準コードの適用─メンテナンスと
HIS端末機能の隙間を埋める小ツールの開発

そ　　の　　他

学術誌編集委員
1） 片平昌幸 （2021）　「コンピュータ &エデュ
ケーション」Vol. 50，コンピュータ利用教育
学会（特集「COVID-19 パンデミックと遠隔
講義　我等（CIEC）斯く戦えり」担当）．

2） 片平昌幸 （2021）　「コンピュータ &エデュ
ケーション」Vol. 51，コンピュータ利用教育
学会．

医　療　情　報　学　講　座

　

准  教  授 片　　平　　昌　　幸
非常勤講師 近　　藤　　克　　幸（秋田大学　理事・総括副学長）
助　　　 教 大 佐 賀　　　　　敦
大 学 院 生 木　　村　　　　　匠
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